
 

 

 

■ 第３回ｶｲｾﾞﾝﾍﾞｰｽ Web ｾﾐﾅｰ「生産ラインにおける指標管理の基礎と活用のポイン

ト」（会員限定） 

  

次世代自動車センター浜松では、昨年度より、新型コロナウィルス感染症対策として、講座の Web化に

取り組んでおります。そこで、会員企業から希望の多かった若手・中堅社員向け社内教育として、汎用的

なテーマを取り上げ、若手・中堅技術者向け Webセミナーをカイゼンベース社に依頼して、順次実施して

行きます。 

今回は、第３回目として、生産ラインにおける指標管理の基礎と活用のポイントを、自動車工学関連講

座として、Webセミナーを下記のとおり実施しました。 

 

■日 時 ： 令和３年９月３０日（木）13時 30分～15時 30分 

■場 所 ： ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ４３社/７７名 
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【参加者の声】 

・指標管理が会社において、どのような意味を持っているのか。また、指標管理の中でも様々な 

見方があることを知り、参考になった。 

  ・製造現場で出たロスを改善するためには、指標を適切に管理し、現状と目標とのギャップを 

把握することが重要だと学ぶことができた。 

  ・指標を見える化し、問題意識を持つことで現場の改善につながる事を学んだ。 

  ・現在 SE として主に大規模工場向け自動化システム納入の職務についているが、「指標管理」に 

ついて改めて自身の管理手法を見直す事ができ、今後の職場体質改善を図る為の良いきっかけ 

となった。 

  ・設備稼働率について、実際の生産現場での「ロス」について勉強になり、顧客の設備稼働率 

改善に向けてのソリューション企画立案などに役立つと感じた。 

  ・普段使っている指標の他に、たくさんの分類がある事や目的に応じて使い分ける必要性について 

大変参考になった。 

  ・指標とは、単体では意味をなさない事。基準と比較して変化を数値で把握し、更に良くする 

ためのツールだという事が参考になった。 

  ・日々の業務において、現場の状態や業務の状況等、必要な情報を「見える化」し、誰もが様々 

な変化に気付ける仕組みを作っていくことが重要だと感じた。 

  ・指標管理を知る事によって会社の上位方針からの目標展開が示せ、現場で誰もが改善に取り組 

める仕組みが参考になった。 

  ・指標管理の指標とはシグナルデータや出来高推移表などライン内にもあるので、この講座を 

聞いて、より意識して指標をモノサシとして考えて行動しようと思った。 

  ・生産工場で働く人間ではないが、指標の管理や生産性など通常業務でも参考になる部分があり 

よかった。仕事の効率を上げるためにも今回学んだことを参考に自分の仕事量を振り返りたい。 


